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The  Report  and  Vision  of  Hospitality  Art  Project
［キーワード］　医療　芸術　ケア
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タリティ・デザイン展」2010. 7.26〜 8. 6.
視覚デザイン専攻の3年次生の実習課題として制
作された作品を、病院の1、2階のロビーに展示し、


























































































案：快適な外の形」2011. 1.18〜 2. 1
ヴェランダや前庭などの屋外空間を「なんとかし
たい」という市立病院からのリクエストに耳を傾け、
環境デザインの学生とともに、病院機能の重要なも
ののひとつとしての「快適な外の形」の提案をおこ
なった。各提案にたいする患者および通院者による
人気投票とアンケートをとった。病院をとりまく実
際の屋外空間の改修やデザインの具体的な改築に今
後役立てる。
監修　鍔　隆弘教授　環境デザイン専攻学生
＊添付資料（アンケート、展示ボード・写真）
15.講演会「人体解剖模型（キンストレーキ）の歴史
と復元をめぐって」2011. 2.22
金沢大学との教育研究包括協定事業のひとつとし
て、山本　博 教授（金沢大学医薬保健研究域長、医
学博士）を講師として美大に招き、HAPのテーマで
ある「医学と芸術の協働」にもとづき「屍体」模型の
修復にまつわる講義をおこなった。人体解剖の話か
ら、医と芸術が接する世界、新しい造形の展開、美
学および生命倫理の問題が示唆された。
監修　横川善正教授　
協力　上野慈子（平成22年度視覚デザイン卒業生）
＊これらすべての活動に関する、新聞、テレビな
どをつうじての広報は、美大事務局長（現理事）の
大路孝之氏が担当した。
＊平成21年度（市長特命研究）から22年度（特別
研究）にわたるHAPの活動の座長を横川教授が務
め、論文、写真、アンケート等の資料を含む報告書
の作成は主に三浦准教授が担当した。
　　　（よこがわ・よしまさ　英語・英国文芸史・
　　　　　　　　　　 デザイン論／一般教育等）
　　　　　　　　　　　（2011年10月31日　受理）
